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今
月
の
ス
タ
ッ
フ
紹
介
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山
本
佳
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さ
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Ａ
型

○
介
護
歴
は
？

こ
も
れ
び
か
ら
で
五
年
目
で
す

○
一
番
好
き
な
時
間
は
？

寝
起
き
の
ウ
ト
ウ
ト
感
が
一
番
好
き

○
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

慣
れ
る
ま
で
は
内
向
き
で
・
・

○
何
度
や
っ
て
も
駄
目
な
も
の
は
？

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
競
技
系
苦
手
で
す

○
あ
な
た
の
初
恋
は
？

小
四
・
日
焼
け
し
た
野
球
少
年❤

か
な

○
マ
イ
ブ
ー
ム
は
？

簡
単
レ
シ
ピ
の
お
菓
子
づ
く
り

○
未
来
の
夢
は
？

世
界
一
周
・
豪
華
客
船
の
旅
！

○
来
月
の
登
場
者
を
紹
介
し
て

超
？
真
面
目
な
望
月
昌
人
さ
ん
で
す❤

◎

お
知
ら
せ

◎

●
紫
陽
花
ま
つ
り
●

★
施
設
の
裏
山
に
五
百
本
！
。

★
静
岡
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
る
「
こ

も
れ
び
」
の
六
月
の
イ
ベ
ン
ト
。

★
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
開
催
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
施
設
に
お
越
し
の
際

ス
タ
ッ
フ
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
日
以
外
で
も
見
ら
れ
ま
す
の

で
友
達
や
知
人
と
一
緒
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
七
夕
ま
つ
り
準
備
●

★
入
居
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
で
は
じ

め
ま
し
た
。
短
冊
に
願
い
事
も
書
き

ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

こここもももれれれびびびだだだよよよりりり
222000111222 年年年

666 月月月号号号
（（（555 月月月ののの行行行事事事）））

入居の皆さんが見たり抱いたりして一番喜ぶのは、赤ちゃんやちぃっちゃな子

どもたち、その次が、かわいいワンちゃんやネコちゃんたちです。施設には二～

三ヶ月に一度、柏尾の鈴内さんを中心とした動物ボランティアの皆さんが八人あ

まりで、かわいいワンちゃんやネコちゃんをいっぱい連れて施設に訪れてくれて

います。

一階の広いロビーに順番に降りてきた入居の皆さん、はじめはちょっと遠慮し

て手を出せないでいたりしていますが、おとなしく訓練されているのに安心する

と・・「かわいいねぇ！」「よし、よし。」「お名前は・・？」などと抱っこをした

り、なでなでしたり、満面の笑みを浮かべています。

この笑みがいいんですよね。大切なんですよね。準備をするスタッフもボラン

ティアの皆さんも想いは一緒で自然とほほ笑んでしまいます。 肌に伝わる温か

な感触に触れて昼下がりのひと時、にぎやかな時が過ぎていきます。

発行責任者 424-0111 静岡市清水区吉原 1731

社会福祉法人 吉原福祉会 特別養護老人ホーム

こもれび  施設長 池田達哉     №-73

皐
月
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
は
地
元

吉
原
の
協
同
製
茶

工
場
で
作
ら
れ
た

お
い
し
い
『
新
茶
』

を
味
わ
う
会
で
す
。

真
っ
青
に
澄
み
き
っ
た
五
月
の
空
に
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

『
こ
い
の
ぼ
り
』
が
気
持
ち
よ
く
泳
ぐ
晴
天
の
日
、
ユ
ニ
ッ
ト
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ロ
ア
ー
か
ら
玄
関
先
に
三
々
五
々
全
員
集
合
で

す
。
「
わ
ぁ
！
い
い
天
気
だ
ね
ぇ
。
」
「
気
持
ち
い
い
ね
ぇ
！
」
「
暑
い

く
ら
い
だ
よ
。
」「
こ
い
の
ぼ
り
も
気
持
ち
よ
さ
そ
う
だ
よ
ね
ぇ
。」・
・

み
ん
な
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
早
速
♪
屋
根
よ
り
～
高
い
～
こ
い
の
ぼ
り

♪
な
ど
、
元
気
な
声
で
合
唱
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

新
茶
は
少
し
冷
ま
し
た
お
湯
で
じ
っ
く
り
入
れ
る
の
が
お
い
し

い
飲
み
方
の
秘
訣
。
歌
を
歌
っ
て
い
る
間
に
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
を
し
て
皆
さ
ん

の
手
元
に
・
・
「
す
ご
い
ね
ぇ
！
お
茶
も
空
も
澄
み
き
っ
て
い
る
よ
。
」
「
こ
の

香
り
が
新
茶
の
香
り
だ
よ
、
い
い
ね
ぇ
。
」「
こ
れ
は
吉
原
の
お
茶
か
い
？
」
・ 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
八
十
八
夜
の
新
茶

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
飲
む
と
長
生
き

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
き
る
ん
だ
よ
、
あ

ん
た
ら
知
っ
て
る

か
い
？
」・
・
さ
す

が
人
生
の
先
輩
、

う
ん
ち
く
が
次
々

と
飛
び
出
し
ま
す
。

締
め
く
く
り
は

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

記
念
撮
影
。
ユ
ニ
ッ

ト
ご
と
に
施
設
と

こ
い
の
ぼ
り
を
背

景
に
「
は
い
、
チ
ー

ズ
！
」
・
・
緑
に
包

ま
れ
た
こ
も
れ
び

な
ら
で
は
の
季
節

の
行
事
が
今
月
も

盛
大
に
で
き
ま
し

た
。

温慈恵和（施設精神）温かな慈しみの心を持ち寄ればそこ
には和(なご)みの場が恵まれます・・の意味で実践します。

基本理念は「誰しもが『人として生きることの歓び』を最
大限に感じることのできる介護空間の創造」・・で誰しもとは
入居者の皆さんだけでなく、家族・スタッフ、そして地域の皆
さんも施設に関わるすべての人を指します。

職員の心得
①笑顔で明るく、思いやりのある目配りの利く態度で接します
②身体的･肉体的・その他のいささかの変化も見逃さない観察

力を身につけます
③安心と満足を得られるサービスを提供します
④職員間の信頼のもとでの看護・介護を目指します
⑤身体や言葉での拘束は行なわず、安全に配慮し、日々自己研

鑽に努めていきます
特養部門の目標

入居者の皆さん一人ひとりが充実した生活を送れる、安心で楽
しい『我が家』づくりをしていきます。

ショートステイ部門の目標
利用者の皆さんの趣味や嗜好い配慮した楽しい個別レクの実
践など、明るい笑顔と優しい声かけで居心地の良い介護空間を
つくり出していきます。

デイサービス部門の目標
送迎の時間も大切に元気な挨拶、丁寧な対応、楽しく体を動か
すリハビリ効果のある運動など、個別にその人らしさを活かし
た介護を実践していきます。

訪問介護部門の目標
利用者の皆さんや家族の思いを受け止め、信頼関係を築き、安
心して任せられる・生活していただける環境をつくり出してい
きます。

居宅介護支援部門の目標
利用者・家族の皆さんとのコミュニケーションを充実し、自立
支援と機能保持に配慮したサービス計画を立て、関係機関と円
滑に連携をとりながら、迅速な支援をしていきます。 (抜粋)


